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平成 20年 1月 11 日 

各 位 

会 社 名  株 式 会 社 ス ギ 薬 局 

代表者名 代表取締役社長 杉浦広一 

（コード番号 7649 東証・名証一部） 

問合せ先 取締役管理本部長 山口博久 

（ T E L  0 5 6 6 - 7 3 - 6 3 0 0 ） 

 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 4 月 13 日の決算発表時に公表した平成 20 年 2 月期（平成

19年 3月 1日～平成 20年 2月 29日）業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたしま

す。 

 

1. 通期の業績予想数値の修正（平成 19年 3月 1日 ～ 平成 20年 2月 29日） 

【単体】          （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 162,300 8,400 9,060 4,900 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 167,100 9,300 10,600 6,000 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋4,800 ＋900 ＋1,540 ＋1,100 

増 減 率  （％） ＋3.0％ ＋10.7％ ＋17.0％ ＋22.4％ 

前 期 実 績 144,999 7,193 7,946 3,752 
(ご参考) 

前 期 比 （ ％ ） 115.2％ 129.3％ 133.4％ 159.9％ 

 

【修正理由（単体）】 

当会計期間においては、改正建築基準法の施行に伴う新規出店の遅れが想定される一方で、当第 3

四半期（平成 19年 3月 1日～平成 19年 11月 30日）において既存店の売上高が前年同期比 108.0％

と好調に推移しており、平成 19年 12月～平成 20年 2月においても、予想を上回る推移が見込まれ

ております。 

 

また、利益につきましては、調剤・ヘルスケア・ビューティケアを中心に売上総利益率が改善傾向に

あり、また、販管費比率が前年同期比で改善傾向にあることから、営業利益も予想を上回って推移して

おります。 

 

以上の結果、通期の業績は、売上高 167,100百万円（期初予想比 +3.0％増、4,800百万円増）、営業

利益 9,300百万円（同 +10.7％増、900百万円増）、経常利益 10,600百万円（同 +17.0％増、1,540百

万円増）、当期純利益 6,000百万円（同 +22.4％増、1,100百万円増）となる見通しであります。 
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2. 通期の連結業績予想数値の修正（平成 19年 3月 1日 ～ 平成 20年 2月 29日） 

 

【連結】          （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 234,000 10,550 11,850 6,500 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 247,400 11,300 12,300 6,500 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋13,400 ＋750 ＋450 0 

増 減 率  （％） ＋5.7％ ＋7.1％ ＋3.8％ 0.0％ 

前 期 実 績 217,229 9,250 10,090 4,000 
(ご参考) 

前 期 比 （ ％ ） 113.9％ 122.2％ 121.9％ 162.5％ 

 

【修正理由（連結）】 

当連結会計期間においては、当社単体の業績が予想を上回って推移する見通しであり、一方、平成

19年 9月 3日付で飯塚薬品を子会社化したことに伴い、飯塚薬品の 6ヶ月間（平成 19年 9月 1日

～平成 20年 2月 29日）の業績見通し、売上高 8,400百万円、営業利益▲500百万円、経常利益 

▲600百万円、当期純利益▲600百万円が、連結対象となる予定であります。 

 

以上の結果、通期の連結業績は、売上高 247,400百万円（期初予想比 +5.7％増、13,400百万円増）、

営業利益 11,300 百万円（同 +7.1％増、750 百万円増）、経常利益 12,300 百万円（同 +3.8％増、450

百万円増）、当期純利益 6,500百万円となる見通しであります。 

 

以上 


